
毎・

に堅硬な植点は別として大体2・5cm／駆n位の掘進牽で

クラマンの磨粍限度1・5m～2』0恥位であろう乙岩芯探

取率も良好であるが破埣される欠点がある。

（へ）’ボルッ植付クラウソは形状，ボ～レツゐ配置，植

村方法，クラクンの材質についゼ今後大いに研究め余地

があろう。

　　　　　ノ　　　
（ト）　ロングイヤーEXクラウンはコ㌘アチそ一ブの

不適で能力を充分発擁出來なかつた。コーアチユー．プの

機構の研究を要する。岩芯探取牽ほ極菊で艮好蜜ある。

　（チ）機械的には掘進中の震動を少くする据付装置

、と機械のバランスを考慮敦良する必要がある。　ha」1d

feeds夕atem，feedpreasure・の表示装置等も欲しV・。

（昭和餌年8月試験），

55a3／4；55α’＄37（521ユ6）：62z19

禧島縣大沼1郡横田・鉱山’電氣探鉱調査報告’

　　　　　R6sum6
Eleetric＆l　Pros夢ecting　on　Yo】kota

　Mine，FukushimaPrefec加re．一

by

室　僅　正　’義甚

　　　　1MasayoshiM¢ozUmi．

　　　　　　　　　へ・Theoredεposiセsin廿・ismineare“：Kuでok6”
童n　t五e－strata　of　tuff　blfec（ゴi段．　The　ore　bodies1

2区球に於いては自然電倖法の遜を行つた。その結果第φ

ユ調査区域に於いては，，浜子坑口の南々東約80m附近ジ

及び同坑口より南酉約200mに当る附近に鉱床賦存がト

推定される徴僥を認め，叉第3調査区域に於いて，四十

九院館床は北方に拡り5又露天掘跡の水渾よゆ西北方約

70狽附近にも鉱床潜在によると思われる示徴を得た司

、これらの示徴地区に対しては，’試錐を実施して更に探鉱一F
　む
を進める必要があると思われる。第4調査区域に於い

瑠錨潤紫礪報醗惚聡臆て1ま幽・繍を到盤る様な結鵬与れなか
加rpose　of　discovering　tlnknown　ore　deposits，

theaut丘・rhascarrie⑬utthesurveybySR

　つ浸が，一部更に調査を行う必要があると思われる。第

F
一
訪
2欝区摩聯床を樺し得る様瞭糖鰯漁か

andRm“th・司sdnf・u聯eas（Nα1－N②4）・・’

　Are艮No．1：Two　indic母tions　which　shQw
presumab1ゾsome　bu士ied　ore　deかosit＄are
fOund』at　thle　point　of　ne駄rly80m　SSE　and

200m　SW　fτomthe　entrance　of　Hamago・adi仁

　Area．No．2：No　indication．

　Area　Nα3：The　Shij醸uin　ote　deposits
副e　愛ecognizεd　to［ext6nd　to　the　northンan（1

therear6、、s・m“・in4icati・ns飯unkn⑩

・d今posltすt　the　point　about70血NWfromthe
ShijOkuin　dep6sit。、

　Area　No．4：Some　weak　in4icatiQns　are
obta箕ned　near・the　ShijUkuin　Pass，ズbut　it　is

h・t鳶u任lcie亘tt・ascertaiba阜、6reb・d酔

要 約5

福島県横田鉱山の黒鉱鉱床に対し，既蜘鉱床の周縁地・

・域1こ於ける顔鉱床発見を目的として，電気揮鉱法による　・

調査を行った。，　’　　一

　調査は第1，2ダ3，4の4調査区域匠於て実施し，第1，

3，41¢）3区域に於いては自然電位法及び比抵抗法を・第

苦物理探鉱部』

地質月報第2雀第1号
丁噛

　　　　　　　　　　　　　　　　＼り為、1』諮鷺

　　　　潜サ「一・　・序．

　昭和23年一9月下旬より10月中旬に亘り横田鉱山

に於V・て電気探鉱調査に從事した。、ごと1にその結果を藪，・

告する。「

P本調査にお喚ては・筆者の外本間一郎・杉山光佑が電

鱗鉱を・’躰鰍潮量を担獣隔本鉱離昭和
13隼堀家万太郎氏により開山され，鞍雫中露天掘によ　，

り探掘さ題たが終甦後直ちに休山し現在に至？てV・る。・

』
本 調査施行挺際し種々支援を与えられた隔島県鉱業会・

附瑚箪却蘇第鱗る・
　1位置及び交通
’横田鉱山は編島県大沼郡横田村に在つて・上横田部落

の東方約500mに当る地点にあ1る。横田へは会津線会

，灘下駅より只見に至る双灘過し・宮下より約3・

km，只見へは約一19kmの地である。

　2　地形・地質及び鉱床、、

　激鉱山は，横田村を西より東に横断して北東方に流れ　

る只見Jl！の南岸に在る。この附近は，海抜330m’内外

の比較的ZF坦な地域で・標高600～800mの山地により・

南北より挾まれてV・る。下横田部落の南西にぼレ比高最’

51
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第1圖 横佃蹟山、電氣探　　位置濠地形圖、 至鼻，尺吻

へて～てガ置謹τ…照

＼》　　文　壇v酬

ノ　　・

！

／　　』

第ユ図 横田鋤騨瀬位置及醜形図



鳳
、

〆

　木190mの丘陵があるが・上積田部落より石塚部落に至

　融御導の曄を横切る附邸・四†九院II嘩称せら、

縄。石騨落錬及び坤臓錬醗可ヒ流する山入
　川は・下横甲部落の略夕東端附近で只見川に合流する・・

　　、地貫折鉱床舛関しては，昭和巧年本所岩生揮官，昭和

　23年東北大学渡辺教授による調査及び本調査に先立ち行

　われた本所科野技官に よ
、

る調査があるから・ここにその

　概要を璋べてきく。

　　本鉱山附近は主として第三系と推定される角礫凝次

　岩・石莱粗面岩及び沖積層よりなる。現在迄に蟷られて

　　1ユ

、　＼う

　　ア
　　イ

　　ウ

　　罵

／／

＼
’

’
一4

一勘

茸

τ 『 1
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　　曜苗＝肌7　・

第3図　自黙電位分布図隻第1調蚕区域）

V・る郵床は・東より鋒子・四†九院。及び浜子の3鉱床

働る講子坑に於瞳雌化レ輝英鞭岩中の方錯・
鉱・閃亜鉛鉱・重晶石及び石英より成る網状鉱床である。

坑道ほ新旧2本あつて何れも鉱体中にある。その高踵

差は約．20niあり，1自坑の下位にある新坑道の延長ば約

7・叫嘘しなお鱗観る・四＋九院坑の橡と樋
鉱床は本鉱山の最も主：要な鉱床で・斜坑及び館夫掘によ

　7

犀勉：賀n一願

　　　　　　　第5図

り職時中鉛，亜鎧鉱として稼行さマしたが，現在は水没して・

坑内は全く見られない。’ふつての調査資料によれぽ，鉱’

床は角礫凝灰岩を下盤1こ粘土質凝次岩≒黒色頁岩との互

層を螺とする薄》レジ獄の黒燃交代鱗隠・，幽

猿晒6・ml南北4・m唖り沖間齢樹る靴

比抵抗分布図バ第1謂査区域四極法）

暦によつて第1』第2の。2鉱依に分れ，一・厚さは夫々3

m 友び，、4mと推定ざれている。浜子坑億只見川右踏’

に励・坑噛鵬靴し嫡礫凝囎中瞳鋤蹴
染し5坑道丙部練現在崩潰しているが，鉱山側の読萌に，

よれぱ，坑道は東に301m延び・珪化した凝友岩中に黄，

鉄鉱・黄雛が鰍しこれを貫儒錯鉱・閃麟鉱が見

られるとの事である。

　3一電．氣探鉱

　（1）1調査目的及び調査区域，

　前述の調査に一よれ些斜鉱床ほ四十九院峠附近の雫行断

　　　　　　暦聞の変質帯に存在するものと，思われ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　叉浜子坑の西側及び東側にある珪化帯に

　　　　　　i対しても探鉱の要が認められたので，既

　　　　　　、知鉱床（四十九院坑）め賦存朕態の探査並

　　　　　　　びに新鉱床発見のためダ第1～4調査区

　　　　　　域に於いて電気探鉱法による調査を実施

　　　　　　　した。各調査区域の位置は第1図に示

　　　　　　　す如くである。

　　　　　　　　（2）調査方法　　　’　　　　　　、
　　コ　　　　　　マ
　〆　　　　』〔第、1調査区域〕

　　　　　　　　本区域を聞隔10m毎め測、点網を以て
　　　　　　　　　じず　　　　　　　覆い・．斉測煎第2図（省略）に示す嫉一

記号番号を附‘した。本区域に於いては自然電位法及び比

抵抗法を実施した。

　自然電位法におい宅は区域丙の」定点（ケ10）・を基準、、

とし，これと各測点とり聞の電位差を測定して，その繕

果を第3図自然電位分布図に示した。

　”比抵抗法においては，二極法及び西極法により電極を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と東西方向匠配置して，水雫探査1を行つた。電極間隔ほ1

　　　　　　土極法に，おいては10，20，40，60・mの

　　　　　　a種，四極法においては20mとし，その‘

　　　　　　　測定結果を比抵抗分布図と㌧て第4寿1

　　　　　　歯（第4図省略），に示し浸。又rオ11」

　　　　　　’「オ12」の2点に於いて酋樹法により

　　　　　　東西方向に電極を配列して垂直探査を行

　　　　　　　つ孝．謝亟聞隔を2mよ・り』2m嬬

　　　　　　　して60～66m迄測律し・その’結果を潔τ

　　　　　　　度比抵抗曲線図しとて第φ図（省略》1匠P

　　　　　　　示した。

　　　　　　　　〔第2調査区域〕

　　　　　　　　本区域に於いては第マ図（省略）に示

す如く測点を設けた。電気探鉱法嫉自然電位法のみを実

、旗，測定の基戦を第・調査醐隔d」点に遷ん
で測定し．そめ結果を第8図自然電位分布図（省略）に

示し浸。　　　　　　　　。　　　　　　㌧　　　1、　　．’・

　〔第銃調査区球〕

β　　＼

、

＼

／

〆
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　　　ノ本区域に於V・ては第9図（省略）に示す如く測点を設

鷹灘客，自然電位法及び比抵抗法を実施した。自然電位

法におv・ては第1調査区域内rケ10」点を基準として測

定を行ψ，その結果を第10図自然電位分布図に示した。

比抵抗法においては東西方向に電極を配列し，・二極法及

び四極法により水準探査を行つた。電極聞隔を二極法に

おV・ては10，20，40，60mの4種，四極法におV・て

は20mξ、し・測牢結果を第11・i2図比抵抗分布層

（省略）に示Llた。叉，〔る4〕，〔る5〕，〔る6〕，〔る7〕に

於て電極を南北方向に醜列し，三極法により垂直探査を

行つた。，電極聞隔を、2，m．より2m宛壇し，4ε、50m

　　　　　　　　　　　貯，瓢1』

噂q・見▼　　　　　　　　　鎗　　　　　　欄頼

策10図　自然電位分布図（第3調査区域）

潮1定し・その結果を深案比抵抗曲線図として第13図
㌧
（
省

略）に尽し鵡但し「る5」瀞こ於けるものほその位置

が露天掘跡の水中に当るため，測定は2m北側を不動点

と
，

して行い，その結果を，rる5」点ξして示してあ、う。

　，〔第4調査区響〕

　本区域に於》ては，第耳図（省略）に！示す如く測点

。を誰置して，自然電位法及び比抵抗法を実施した6自然

電位法においては，本区域内の一定点（エ20）を準基と

して斉濁点との間参電位差を測定し。叉第3調査区域

と本区域間の小径に沿V・，10m毎に測定を行つて，そ

の結果を第15図自然電位分布図に示した。叉比抵抗法

にお》ては，電極を東西方両に鄭列レ，二極法及び叩極

法により水雫探査を行つた。電極間隔を二極法におV・て

は，10，20y40，60mの4種，四極法におV・ては20m
とレて測定し・その結果を比抵抗分布図として第』16・

17、図．（省略）に示した。

－’（3）調査結果

　〔第’1調査区域〕

　自法電位法の綜果は・第3図に示した如くう電位は

（ナ〉20・～、（一）220mV・その差240mV，である。而

してその最低電位を示すものはrオ12」点であって，こ

の、点を囲む約80卑四方の面積の中に220mV程度の等

電位線が集中し・極めて明瞭な負中心を現出しえ。又

rは2gjを中心とする附近に（一）40mV程度の負中心を　ノ

・得た。比抵抗法中・水ヂ探査の結果は第雇，5図の如く

1で，第4図（省略）・中aヒ10m、の場合につV・ては，「ケ3

一ア21」線以南に40m市の100kΩcm域上の高比抵抗
部あり，叉「コ14一ア32」線域南に於いても，巾約70m一

の10kΩcm以上の高比抵抗部あり，これらの高比抵抗部

中には，150kΩcm或は200kΩ6mの特に高比抵抗を示
す部分がある。1ヌrろ31一ろ32」に於いて2．5㎞Clh以下

の特に低比抵抗を示すものがある外，rウ15」，・「ア7一イ5」，

rコ10一コ11」等の附近に於V・て比較的低比抵抗を示して

“る。a＝20mの場合比抵抗値は異るが，その分布朕態

は前者とよく類似してV・る。a需40m，60mの場合は・P’

二者互に類似して判り・高比抵抗部の牙布傾向は叉a＝

』10m，20mの場合に似てV・る。第・5・図の結果も亦第4

図（省略）の ものと略々同様の分布を示す。叉第6図（省

略〉の曲線の朕態より見ると，地表附近に高比抵抗が分

布し，20m附近以宇は比較的低比抵抗を有することが

わかるが，これは第r4図の結果からも蜘れるのである。

　以上両法による結果を比較して見ると，rオ血」点の負

可中心に対して酎近に高比抵抗部が分布しゴ、こ㊧高比抵抗

部は東西に長く延びて，第3図におV・て正零位を示す個

所にも分布する。：叉「コ14一フt32」線．以南における高，比抵

抗部では，自然電位には大なる変化を認め鶴なV・。叉・

rは2g」点の微弱な示徴の負中心に対しては，その附近に1

25k⑳m以下の低比抵抗を示すもめがあるgこの低比

蹴が鉱騨灘輪髭帯によ都斧か域は鉱吻
存在によるものか不明で夢るが・更に探鉱を要するもの

と考えられる6叉rオ12」点の負中心に対しては・浜子

坑に於ける岩石φ駄況より珪鉱Q如き物質も考えられる

ので，この附近も更に探鉱を進める必要があると思われ『

る6

　〔第2調査区域〕　・

　本区域に於ける測定結果は・第8図（省略）・．に・示し

た如くで，電位は（＋）54～（一＞62鵬V，その差約110

mV・を有すうが・負中心形成の徴候の誰め學れるものは

ない。最底値ゑ示す「ネ8」点につ“ては，再度測定を往

つて低電位を示す’ことは確認したが，鉱床潜在を推定し

得る資料とは認め難く，又その他につい七も鉱床潜在を

考え難いd

　〔第3調査区域〕　　　　＼

　自然電位法の結果は第10図に示す如く電位は（＋）20

～（一）39mV，その差、60mV以内で，大なる電位差を

示すものはない。rl脅」及び「る5」に（一）30mV以下

の低電位を，「V・rV・3」，「は20一ほ17」汀ち3一と1」に於1

いて（一狐OmV颯下を，叉「ち20一る11」・に於いて（＋）

10mV以下を示してV・る。

　比抵抗法による水準探査の結果は・第11，12図々ご

54
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、

示ず如くである。第11図（省略）a＝10mの場合には

rろ16マほg一い1↓以西に，叉rりdO一ちg一ち8」以東に10

kΩm以車の高比抵抗部があり』ぞの他の部分はユOkΩcm

以丁でありrと⑱齢ぬ13一る1日以東及び「る7てり6一と】」

以東には5kΩcm以下の特に低比抵抗を示すものがある。’

α置20，40，60・mの場合区域西部爾高比抵抗部ほ・その分

．布歌態が略々一致してV・るが，他の部分特1こ低比抵抗を一

示すもの9分霜は・、一致した優向を認め難v・。第江2図

（省略）のもρにつめても略々同様である“、第10犀にお》

いてrる5」点附近に低電位を示し，負中心形成の徴候

が見られるのは既蜘鉱床によるものと、思われる。この附

近は，比抵抗法によれぼa旨10，20mの場合3kΩcm

以下の低比抵抗が分布し，、、更に垂直探査の結果を併母考

えると，鉱床はr6」線附近より北方r射線或は更に北

燃つて略鄭齢れる．rに7」点瞬られる負縄

，に対しては・比抵抗は”a＝20mの場合・この附近に　．

2kΩcm以下を示し，他の電極間隔の場合には低比抵抗

考
い
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第5図　自然電位分布図（第4調査区域）

P

は認められないが，この部分には新鉱床の賦存を考えら

れる．叉rち2。一る」］」縢の（＋〉一10mV以下・更に『

rる，。一る、S」附近に負電位を示してv・るのば，第9図。

（省略yと比較して判る如くゲ地形の影響を考慮しなけ

句ればならなV・。一その他自然鷺位法で低電位を示す区球に　’

於いでほ，比抵抗法で異幣物質の存在が明らかでなく新

鉱床の存在を推定することは出來ない。

・｛第4調査区域〕

　自然電位法の結果は第15図に示す如くであつて・電

位は（＋）7一（一）86蝿その灘約90mVで『郷
が，「お1皇山・ろ14』、附近に（一）80mV以下・亡ろls玉「コo」

・嚇；ぐ州），5・・mV斑文・rセ1・2rオ2」附近に（一）

49m〉以下の低電位を示す外，顯著なむのは・見られな

V・。比抵抗法の結果は第16，17図（省略）一に示す如くで

ある。，a＝10mの場合につV・て見ると，比抵抗値は20

kΩcm以下より90kΩcm以上に亘つ七V・るが，そめ分、、

布は極，めて箪縄で・1区域西部よりほ罫東西方向に30．

kΩcm以上の高比抵抗部が幅約100mでrく」字肌に

分布し，区域北部では僅かに比抵抗が低下し，，叉区域南

部に1よrク、、一ソ，6」線を中心とする20kΩ即以†1の

低比抵抗部があるb叉区域西部rろ田附近には19kΩc血

以下の低比抵抗部雌ある。。この分布朕態は，比抵抗値は

異るが，a累20mの場合にも略々一致してV・る。a躍4g血旨F

の場合，速域東部にも比較縞比抵抗部が現われてv・る

外，高比抵抗部の分布はぼ穿前者に類似している。a＝

6“血め場合6は，区域卑部に比藪的高比抵抗を示す外，

殆んど比抵抗値に大差は見られ奉逓第117図（省略）、

繭齢〒・・血の場合に類似嵌砺を示頃い為・

、自然電位分布瞭地形図とを比較虞見馨汀ろ」

線附撒ぴrオ・」・fコ・鮒準おける雌位磯馳形
的影響を考慮し尉ればならないが・とれら灘脚鍾、

縞騨抗地齢存在す琶ξは・第1・調寧域に於．
け葛徴候と幾分類似の傾向が認や昏れる。地表近くの高’

比抵抗物質は石英粗面岩或は珪化帯の如きものそ・4の

下方に低比抵抗物質の潜在が推完される。F以上の結畢

は，今直ちに鉱床潜在を判断し得奉》げれども・潜在の

可能性1騨鱗ので・今麟鉱を蝿する讐
あ『る。

　　　　　　　4結　〆　論

本鉱些於いては泊然電位諏び比抵抗法獄り・・

第1～第4の4区域で調奪を行う衆。第1調奪匿域に

於v・てはヒオ，2」友び「は2gj附近に自然電位法にょり示

徴を得た。比抵抗法では前者挙高犀抵抗を，律者には低，

比抵抗を示している。浜子坑内及び附近の岩石の駅態よ

り・何れも鉱床潜在を推定し得葛もので・こわらは更に坑

道或は試錐等により探鉱を進める必要があると1思われ・

その候補地点としてrオ12」附近及び「は2g」，〔ろ30」が

適当・と考えられる。

　第2調査区域に於いては，潜在鉱床を推定し得る結果

・は得られ奉かつた。

　第3調査区域に於いては，翫簿鉱床は北方に拡るもの

　　　　　　ぜと思われ，叉rに7」附近に新鉱琢潜在が推定されるので，

これらの旭点に試錐を実施して則ご探鉱を進める必要が

ある。

　第4調査区域に於いては・、潜在鉱斥を到憲し得る様’

棚ら純蘇雌られなかつたが・rろ鯨隈及び
ヤ才，」，極o」附近は更に調査を行う必要があるものと

　考えられる。〈昭和・231年玲見調査）
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